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高校生のPBL（探究）を大学はいかに支援できるか
－桜ヶ丘高校での実践を手がかりに－

徳山大学経済学部講師

大坂 遊

熊本北高等学校教諭（生物）

溝上 広樹

参加申し込み・お問い合わせ

2019年8月19日（月）13:00～15:30日時

徳山大学ラーニングコモンズ（1141教室）会場

参加
無料

参加希望の方は事前に「氏名・所属・連絡先」をご連絡ください

高校教師（生物）。アクティブラーニング（AL）型授業研究会くまもと代表。
2009年熊本大学自然科学研究科理学専攻博士後期課程修了（博士：理学）
2009年熊本県立氷川高等学校（八代）勤務（教諭）
2013年アクティブラーニング型授業研究会くまもと設立（代表）
2017年熊本県立熊本北高等学校（現職）（SSH研究部副主任、理数科3年担任）

大学院では、化学物質を介した昆虫と植物の相互関係を自ら研究。現在は、生徒が
イキイキと生きていくための授業実践を目指し、学びの仲間と授業改善を進めている。
また、各地でALの研修講師を行っている。

高等学校における探究活動と授業づくり

アクティブ・ラーニング(AL)勉強会
高等学校における「探究」と高大連携の在り方

第 11 回

文部科学省大学教育再生加速プログラム

平成29年度より、徳山大学では学生が地域と連携して地域課題の解決を目指す
「地域ゼミ」が必修化された。大坂と井出野は地域ゼミにおいて、当初より桜ヶ丘
高校と連携し，大学生と高校生が協力して地域の資源を活用したまちづくりや地
域課題の解決のための方法を考える授業を実施してきた。３カ年に渡る取り組み
から、高大連携の成果や課題を提案する。

徳山大学経済学部准教授

井出野 尚


